
2016  6月号 18

南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 59
◎小中合同学校運営協議会
　今年度も伊野南小中学校合同の学校運営協議会として活動しています。
４月に行われた第１回の会では今年度の活動計画、学校経営方針・計画、
保小中連携について話し合いました。
　新しい委員さんも２名加わり、13名となりました。活発な意見が出さ
れ、ボランティア活動もより活発に活動できるように各部会で工夫するようにしています。
◎「放課後体験教室」開催しています
　将棋やヨガ、折り紙、護身術は飛び込みでの参加も大歓迎です。将棋教室は、7～9月はお休みです。
●６月の体験教室（予定）　　　参加料　無料　（フラワーアレンジメントは要材料費）
月／日 曜日 時　間 教　　室 講　師 場　所

６月15日 水 15：00～16：30 折り紙 吉良　　文 北舎・図工室
６月16日 木 15：15～16：00 ダンス 坂本万貴子 北舎コミュニティＲ
６月16日 木 15：30～16：30 将棋 刈谷　重光 中舎・図書室

６月26日 日 9：30～11：30 護身術 廣瀬　永正
山田　卓彦 体育館

６月26日 日 9：30～12：00 フラワーアレンジメント 岡本　雅子 ログハウス
６月29日 水 15：00～16：15 ヨガ 味元季代恵 北舎コミュニティＲ
６月30日 木 15：15～16：00 ダンス 坂本万貴子 北舎コミュニティＲ
６月30日 木 15：30～16：30 将棋 刈谷　重光 中舎・図書室

※日程については変更など最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.ed.jp/inominami-e/）を
ご覧いただくか、伊野南小学校 ☎ ８９２-１１２１ までお問い合わせください。
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